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聞 き と る こ と が で き ず 、 強 い シ ョ ッ ク を 受 け た 。
“ brother ” が 聞 き 取 れ な い 、 何 度 聞 き 返 し て も
“where”と“when”の違いがわからないなど、基本
的な英語も聞けない状況になることもあった。ただ
し、こちらが話すことは、どんなに拙い話し方であ
っても、ほぼ確実に伝わっていたようである。今回
の経験で「英語を“聞く”ことは日頃のトレーニング、
英語を“話す”ことは度胸が大切である」という教
訓を得た。また、話す人によって英語の聞きとりや
すさは顕著に差があった。以前から「○○人の英
語はわかりづらい（わかりやすい）」といった話を聞
いてはいたが、同じイギリス人でもここまで聞き取
りやすさに差があるのかと驚かされた。ただし、中
には、わかりやすい言葉を選んでゆっくり話してく
れる方もいて、とても有難かった。一方で我が身
を振り返ると、私の研究室には留学生が複数名
所属しているが、留学生に対する自分の言葉の
配慮の足りなさに気づかされ、反省させられた。 
なお、蛇足ではあるが、日本とイギリスとでは、
大学文化も大いに異なることを今回の交流事業
で体験できた。例えば、ラフバラ大学のキャンパス
内では酒類が販売されているだけではなく、バー
も複数設置されており、スケジュールの合間に、
同行メンバー数人でバーでのひと時を満喫した。
聞くところによると、他のイギリスの大学でも、概ね
同様のようである。このイギリスの大学文化はとて
も素晴らしいものであり、日本にも是非根付いて
ほしいと強く感じたことを付記する。 
末尾になりましたが、今回の事業を暖かくご支
援下さいましたプログラムリーダーの彼末一之先
生、教育推進部門長の中村好男先生、実施に
向けご尽力下さいました研究院助教・次席研究
員の宮下政司先生、ラフバラ大学の David Stead
先生を始め、お世話になりました皆様に心からお
礼申し上げます。ありがとうございました。 
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